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い
ま
、
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
の
議
論
が
全
国
的
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
新
聞
な
ど
で
「
市
町
村
合
併
」
に
つ
い
て
の

ニ
ュ
ー
ス
を
見
聞
す
る
こ
と
が
多
い
か
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
の
よ
う
な
中
、
合
併
と
は
な
ん
だ
。
ど
う
し
て
、
い
ま
合
併
な
の
か
。
も
し
、
合
併
す
る
な
ら
、
ど
の
市
町
村
と
合
併
す
る
の
か

な
ど
、
み
な
さ
ん
も
、
い
ろ
い
ろ
な
疑
問
を
感
じ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

そ
こ
で
町
で
は
役
場
内
に
市
町
村
合
併
研
究
会
を
設
置
し
、
平
成　

年
４
月
に
は
町
民
の
み
な
さ
ん
も
交
え
た
検
討
委
員
会
を
設
け

１４

る
予
定
で
い
ま
す
。
こ
の
合
併
の
問
題
は
、
行
政
サ
イ
ド
だ
け
で
な
く
町
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
、
み
な
さ
ん
の
意
向
が
尊
重

さ
れ
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
行
政
の
あ
り
方
は
、
地
域
で
決
定
す
る
の
が
地
方
自
治
本
来
の
趣
旨
で
あ
り
、
市

町
村
合
併
は
、
地
域
の
将
来
を
左
右
す
る
重
大
な
課
題
と
し
て
、
将
来
の
石
川
地
方
を
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

今
月
号
で
は
、
市
町
村
の
合
併
歴
史
を
た
ど
り
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
合
併
の
意
義
・
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
治
の
大
合
併

　

明
治
時
代
は
行
政
上
の
目
的
（
教
育
、

徴
税
、
土
木
、
救
済
、
戸
籍
の
事
務
処
理
）

に
合
っ
た
規
模
と
自
治
体
と
し
て
の
町
村

単
位
（
江
戸
時
代
か
ら
引
き
継
が
れ
た
自

然
集
落
）
と
の
隔
た
り
を
な
く
す
た
め
に
、

町
村
合
併
標
準
提
示
に
基
づ
き
、
約
３
０

０
〜
５
０
０
戸
を
標
準
の
規
模
と
し
て
全

国
的
に
町
村
合
併
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
と
し
て
、
明
治　

年
ま
で
７
１
、

２１

３
１
４
あ
っ
た
町
村
が
、
明
治　

年
４
月

２２

に
近
代
的
地
方
自
治
制
度
で
あ
る
「
市
制

町
村
制
」
の
施
行
に
よ
っ
て
、
約
５
分
の

１
の　

市
、
１
５
、
８
２
０
町
村
に
な
り

３９

ま
し
た
。

　

そ
の
こ
ろ
の
石
川
地
方
（
古
殿
町
・
平

成
６
年
４
月
編
入
を
除
く
）
は
、
明
治　
２２

年
４
月
に　

の
村
々
が
合
併
し
て　

村
が

６８

１３

誕
生
し
て
い
ま
す
。
現
石
川
町
で
は
、
石

川
村
の
ほ
か
、
沢
田
村
（
３
村
）、
中
谷
村

（
６
村
）、母
畑
村（
４
村
）、野
木
沢
村（
３

村
）、
山
橋
村
（
５
村
）
の
５
つ
の
村
が
で

き
ま
し
た
。
山
橋
村
と
一
緒
に
な
っ
た
山

白
石
村
は
、
明
治　

年
３
月
に
現
浅
川
町

２６

と
合
併
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
村
々
の

名
前
が
、
現
在
で
も
住
所
の
大
字
と
し
て

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
明
治　

年
２７

３
月
の
町
制
施
行
に
よ
っ
て
石
川
村
が
石

川
町
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
の
大
合
併

　

大
正
、
昭
和
初
期
も
合
併
が
促
進
さ
れ
、

戦
後
に
は
、
新
制
中
学
校
の
設
置
管
理
、

市
町
村
消
防
や
自
治
体
警
察
の
創
設
の
事

務
、
社
会
福
祉
、
保
健
衛
生
に
関
わ
る
新

し
い
仕
事
を
市
町
村
の
事
務
と
し
、
行
政

事
務
の
能
率
的
処
理
の
た
め
に
は
規
模
の

合
理
化
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
の
町
村
合
併
促
進
法
、
及
び

２８

こ
れ
に
続
く
昭
和　

年
の
新
市
町
村
建
設

３１

促
進
法
に
よ
り
、
合
併
が
促
進
さ
れ
昭
和

　

年
か
ら　

年
ま
で
に
市
町
村
数
は
、
５

２８

３６

５
６
市
、
１
、
９
３
５
町
、
９
８
１
村
と
、

ほ
ぼ
３
分
の
１
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
か
ら
平
成　

年
５
月
に
か
け

６２

１３

て
、　

の
自
治
体
で
編
入
、
ま
た
は
新
設

４２

す
る
合
併
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、

最
近
の
合
併

市町村合併�市町村合併�市町村合併�
全

国

市

町

村

数

の

変

遷

と

合

併

の

特

徴

十文字 有  沙 さん
あり さ

　　　　　　（南山形）

関根 志  歩 さん（南山形）
し ほ
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の
新
し
い
市
・
村
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

１７そ
の
う
ち
、
平
成　

年
に
な
る
と
４
件
の

１３

合
併
が
行
わ
れ
、
１
月
に
新
潟
県
黒
崎
町

が
新
潟
市
に
編
入
、
東
京
都
田
無
市
と
保

谷
市
で
西
東
京
市
が
新
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

４
月
に
は
茨
城
県
牛
堀
町
が
潮
来
町
に
編

入
し
て
潮
来
市
に
な
り
、
５
月
に
埼
玉
県

浦
和
市
、
大
宮
市
、
与
野
市
が
合
併
し
て
、

さ
い
た
ま
市
が
新
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

合
併
の
形
態
と
し
て
編
入　

、
新
設
７

１６

と
、
複
数
の
市
町
村
が
合
併
し
、
新
し
い

自
治
体
を
つ
く
る
ケ
ー
ス
と
、
ど
こ
か
の

自
治
体
に
吸
収
さ
れ
る
２
パ
タ
ー
ン
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
合
併
し
よ
う
と
す

る
複
数
の
自
治
体
で
研
究
会
、
検
討
会
な

ど
を
積
み
重
ね
、
さ
ら
に
住
民
を
代
表
す

る
議
会
、
基
本
と
な
る
み
な
さ
ん
の
意
見

が
大
切
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
複
数
の
市

町
村
が
合
併
す
る
わ
け
な
の
で
、
合
併
協

議
会
を
も
っ
て
連
携
を
図
る
な
ど
、
合
併

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
長
い
年
月
を
必

要
と
す
る
と
と
も
に
、
み
な
さ
ん
と
の
議

論
、
意
見
が
地
域
の
将
来
を
左
右
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

市
町
村
の
合
併
と
は
、
市
町
村
の
廃
置

分
合
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
、
一
つ
以
上

の
市
町
村
の
数
が
減
少
（
市
町
村
の
法
人

格
の
削
減
）
す
る
も
の
で
す
。

　

合
併
の
形
態
は
、
新
設
合
併
（
対
等
合

市
町
村
の
合
併
と
は

併
）
と
編
入
合
併
（
吸
収
合
併
）
に
分
け

ら
れ
ま
す
。

　

新
設
合
併
は
、
図
の
よ
う
に
Ａ
市
と
Ｂ

町
を
廃
し
、
そ
の
区
域
を
も
っ
て
Ｃ
市
を

設
置
す
る
よ
う
な
場
合
を
い
い
ま
す
。

　

編
入
合
併
は
、
図
の
よ
う
に
Ｄ
町
を
廃

し
、
そ
の
区
域
を
Ｅ
市
に
編
入
す
る
処
分

が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

 当初予算額
（Ｈ１３一般会計）単位万円

 世帯数（戸） 人口（人）
Ｈ１３．１０．１現住人口

 市町村名

 ６６億７，０６８ ５，４１９ １９，６６６ 石川町

 ３８億９，０００ １，８１８ ７，６４９玉川村

 ３５億９，４００ ２，０４４ ７，８９４ 平田村

 ２９億７，３００ ２，０３８ ７，４０１ 浅川町

 ３５億５，３００ １，７４６ ６，８１３ 古殿町

 ２０６億８，０６８ １３，０６５ ４９，４２３ 石川郡

 ２８億０，８００ １，４６７ ６，１４４ 東　村

 ２４億８，５７９ １，３２３ ５，４３７ 中島村

 ６３億１，８００ ５，６６０ １８，９１６ 矢吹町

 １９３億７，６００ ２０，６８１ ６７，２７８ 須賀川市

 ９７３億６，３４８ １２１，８４２ ３３６，０３１ 郡山市

《
新
設
合
併
》�

Ａ市�

Ｃ市�

Ｂ町�

《
編
入
合
併
》�

Ｄ町�

Ｅ市�

Ｅ市�

●
近
隣
市
町
村
の
状
況
（
参
考
）

どうするのどうなるの�どうするのどうなるの�どうするのどうなるの�
高原 彩  菜 さん（板橋）

あや な

高木 彩  香 さん（板橋）
あや か
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合
併
の
メ
リ
ッ
ト
は

な
ん
で
す
か

　

市
町
村
合
併
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
な
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
高
齢
者
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
マ

ン
パ
ワ
ー
の
確
保
が
で
き
る
ほ
か
、
保
健

婦
や
土
木
技
師
な
ど
専
門
職
の
採
用
・
増

強
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
専
門
的
か
つ
高

度
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
ま
す
。

●
役
所
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
や
文
化
施
設
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の
公
共
施
設
が
多
く

の
場
所
で
利
用
可
能
に
な
り
ま
す
。

●
道
路
や
市
街
地
の
整
備
、
文
化
施
設
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
を
効
率
的
に
整
備
す

る
こ
と
に
よ
り
、
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
行
政
経
費
が
節
減
さ
れ
、
少
な
い
経
費

で
よ
り
高
い
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
町
村
合
併
ま
で
の

主
な
動
き

　

市
町
村
合
併
ま
で
の
主
な
手
続
き
は
、

「
市
町
村
の
動
き
が
き
っ
か
け
に
な
る
場

合
」
と
「
住
民
の
動
き
が
き
っ
か
け
と
な

る
場
合
」
が
あ
り
ま
す
。
下
の
図
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

市
町
村
が
合
併
し
て
大
き
く
な
る

こ
と
で
問
題
は
な
い
の
で
す
か

　

例
え
ば
、
福
祉
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
乏

し
く
な
る
こ
と
や
、
水
道
料
金
な
ど
が
高

く
な
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

《市町村合併までの主な手続き》�
市町村の動きがきっかけになる場合� 住民の動きがきっかけになる場合�

事前協議�
�合併の検討をする話し合い�
�合併研究会や任意の合併協議会といった組
織が作られる場合が多い�

住民発議�
�法定合併協議会の設置を住民が市町村長に
対して請求�
�市町村の有権者の1／50以上の署名が必要�

法定合併協議会に係る�
各市町村議会の議決�

市町村合併に係る�
各市町村議会の議決�

知事へ設置の届出�

県議会の議決�

総務大臣への提出�

法定合併協議会の設置�
�合併を行うこと自体の是非を含めて、合併についてあらゆる事項を正式に話し合う場所�

市町村建設計画の作成�
�合併後の将来図とその実現方法を市町村建設計画にまとめる。�
�市町村建設計画について知事との協議を行い、知事と総務大臣に送付する。�

知事への申請�
�関係市町村長すべてから申請�

知事の決定�
�知事が市町村合併を正式に決定�
�市を編入する合併、新たに市を設置する合併の場合には、総務大臣の同意が必要�

総務大臣への届け出�
�総務大臣の告示によって合併の効力が発生し、新市町村が誕生�

合併前�

合併後�

◯市役所�Ａ�

◯町役場◯町役場�Ｃ�◯町役場�Ｃ�

◯地区支所�Ｃ�

◯地区出張所◯地区出張所�Ｄ�◯地区出張所�Ｄ�

◯�

村役場�

Ｄ�

ネットワーク�ネットワーク�

◯市役所◯市役所�Ｂ�◯市役所�Ｂ�

ど
う
し
て
今
、

市
町
村
合
併
な
の
で
す
か

　
　
　
　

市
町
村
合
併
が
現
在
求
め
ら
れ

　
　
　

て
い
る
理
由
と
し
て
は
、
次
の
よ

　
　

う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

●
地
方
分
権
の
進
展
に
よ
り
市
町
村
の
役

割
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
今
日
、
市
町
村
は
、
少
子
高
齢
化
や
環

境
問
題
、
情
報
化
の
進
展
と
い
っ
た
、
行

政
課
題
の
多
様
化
・
高
度
化
・
広
域
化
に

対
す
る
的
確
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

●
国
、
地
方
を
通
ず
る
厳
し
い
財
政
状
況

の
も
と
で
、
市
町
村
が
現
在
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
水
準
を
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
、
行
財
政
基
盤
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
よ
り
効
率
的
、
効
果

的
な
行
財
政
運
営
を
実
現
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

矢内 夏  月 くん
か づき

　　　　　（南山形）

●
合
併
協
議
会

　

合
併
し
よ
う
と
す
る
市
町
村
が
市
町
村
建
設
計
画
の
作
成
な
ど
、
合
併
に
関
す

る
協
議
を
行
う
た
め
に
設
置
す
る
協
議
会
。
関
係
市
町
村
の
長
、
議
会
の
議
員
、

そ
の
他
の
職
員
で
構
成
し
ま
す
。（
学
識
経
験
者
が
加
え
ら
れ
ま
す
。）

●
市
町
村
建
設
計
画

　

合
併
後
の
市
町
村
の
建
設
の
基
本
方
針
、
根
幹
と
な
る
べ
き
事
業
、
公
共
的
施

設
の
統
合
整
備
、
財
政
計
画
な
ど
、
合
併
後
の
市
町
村
の
建
設
に
関
す
る
基
本
的

な
事
項
を
定
め
る
計
画
で
す
。

用語解説合
併
前
の
関
係
市
町
村
間
で
話
し
合
っ
て

決
め
ら
れ
ま
す
が
、
一
般
的
に
は
、
事
務

処
理
の
方
法
の
効
率
化
に
よ
っ
て
、
サ
ー

ビ
ス
水
準
は
高
い
ほ
う
に
、
負
担
は
低
い

ほ
う
に
調
整
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
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人・自然が融け合う �
あぶくま高原都市�

基
�本
�計
�画
�

　

地
域
間
交
流
の
活
発
化
に
よ
る
交
通
量
の
増
加
に

応
じ
、
快
適
で
安
全
な
道
路
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、

国
・
県
道
を
含
め
た
放
射
状
道
路
の
充
実
、
環
状
道
路

の
形
成
、
及
び
地
域
間
連
絡
道
路
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

　

良
好
な
宅
地
を
低
廉
で
分
譲
で
き
る
小
規
模
団
地

の
造
成
を
計
画
的
に
行
い
、
ま
た
、
老
朽
住
宅
の
解
消

と
し
て
魅
力
あ
る
公
営
住
宅
の
計
画
的
な
整
備
を
図

り
、
住
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

各
種
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
よ
る
新
た
な
水
需

要
か
ら
広
域
水
道
事
業
に
よ
る
今
出
ダ
ム
の
建
設
を

促
進
し
、
ま
た
、
老
朽
化
し
て
い
る
浄
水
場
の
新
規
建

設
と
第
４
次
拡
張
事
業
を
積
極
的
に
進
め
、
沢
田
地
区

簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
安
定
的
に
供
給
す
る
た

め
の
水
源
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

一
方
、
河
川
の
水
質
汚
濁
の
防
止
、
水
辺
環
境
の
保

全
を
図
り
、
快
適
な
生
活
空
間
を
創
造
す
る
た
め
に
下

水
道
等
事
業
を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

快
適
か
つ
活
気
あ
る
市
街
地
の
形
成
を
め
ざ
す
た

め
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
基
本
に
既
成
市
街

地
を
整
備
し
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
長
久
保
地
区
周
辺
や
開
発
可
能
な
地
区
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
、
民
間
開
発
の
誘
導
を
図
り
な
が

ら
新
し
い
市
街
地
の
形
成
に
努
め
ま
す
。

《
第
２
章
》
自
然
と
調
和
し
安
全
で

快
適
な
ま
ち（
生
活
環
境
）―
そ
の
②

②
快
適
な
都
市
基
盤
の
整
備
を
め
ざ
す
た
め
に

１

道
路
の
整
備

２

住
環
境
の
整
備

３

上
・
下
水
道
の
整
備

４

市
街
地
の
整
備

　

今
後
も
市
町
村
合
併
に
対
す
る
町
の
取

り
組
み
、
地
域
の
動
き
、
そ
れ
に
対
す
る

国
の
各
種
支
援
事
業
な
ど
を
定
期
的
に
ご

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
市
町
村
合
併
、
地

域
の
将
来
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
参
考
文
献
・
資
料
提
供⇒

総
務
省
、
ビ
ジ
ュ
ア

ル
・
石
川
町
の
歴
史
、
福
島
県
市
町
村
沿
革

合併協議会�

事
務
処
理
の
方
法
の
効
率
化
�

協議の結果、�
合併後に�

サービス水準はUP！�

費用�
（各種料金）�
はDOWN！�

　

平
成
の
大
不
況
が
生
ん
だ
大
き
な
産
物
に
市
町

村
再
編
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
国
・
県
・
市
町
村

が
大
き
な
負
債
を
抱
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
中
央
集
権
下
で
一
番
偉
い
国
が
、「
こ
れ
か
ら

は
、
地
方
分
権
の
時
代
で
す
。
自
分
達
の
地
域
は

自
分
達
で
考
え
て
く
だ
さ
い
。
方
法
の
一
つ
と
し

て
市
町
村
合
併
が
あ
り
ま
す
よ
。
た
だ
し
、
合
併

に
積
極
的
な
市
町
村
と
無
関
心
な
市
町
村
に
対
し
、

同
じ
交
付
税
で
は
、
不
公
平
に
な
り
ま
す
の
で
、

期
限
立
法
に
よ
り
平
成　

年
度
末
ま
で
に
合
併
で

１６

き
た
と
こ
ろ
に
は
、
交
付
税
の
据
置
を
し
ま
す
。」

　

こ
れ
が
、
国
の
考
え
て
い
る
市
町
村
再
編
に
対

す
る
考
え
だ
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
当
地
方
の
行
財
政
も
、
大
き
な
起
債

を
抱
え
、
税
収
も
ま
ま
な
ら
ず
経
費
ば
か
り
が
か

さ
む
こ
と
は
、
数
年
後
に
は
大
変
な
状
況
が
待
ち

受
け
て
い
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、

青
年
会
議
所
と
し
て
は
５
町
村
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
、
合
併
に
対
し
積
極
的
な
活
動
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
財
政
主
導
に
対
す
る
抵
抗
や
、

デ
メ
リ
ッ
ト
の
解
決
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
大
き
な
問

題
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

前
述
の
平
成　

年
度
末
ま
で
に
合
併
で
き
れ
ば
、

１６

と
い
う
チ
ャ
ン
ス
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

た
め
に
、
合
併
協
議
会
を
設
立
し
、
合
併
の
如
何

を 
侃  
侃  
諤  
諤 
（
※
大
い
に
）
議
論
す
る
こ
と
が
、

か
ん 
か
ん 
が
く 
が
く

子
ど
も
た
ち
に
明
る
い
未
来
を
残
す
役
割
を
持
っ

た
我
々
大
人
の
使
命
と
考
え
ま
す
。

チ
ャ
ン
ス
は
、自
ら
つ
か
む
も
の

　

総
合
的
な
地
上
測
量
・
設
計
・
調
査
を
す
る（
有
）

日
本
計
画
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
代
表
と
し
て
、
精

力
的
に
行
動
し
て
い
ま
す
。

そ
の
か
た
わ
ら
（
社
）
い
わ
き
石
川
青
年
会
議
所
・

直
前
理
事
長
と
し
て
、
今
月
末
ま
で
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
し
、
石
川
地
方
の
将
来
を
考
え
な
が

ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

プロフィ
ー
ル

水
野
廣
文
さ
ん

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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文
部
科
学
省
で
作
成
し
て
い
る
、
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
の
家
庭

教
育
を
応
援
す
る
「
家
庭
教
育
手
帳
」
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　

妊
娠
、
誕
生
、
そ
し
て
日
々
成
長
し
て
い
く
子
ど
も
。
子
育
て
は

大
変
な
も
の
で
す
が
、
大
き
な
喜
び
や
楽
し
み
を
も
た
ら
す
も
の
で

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
乳
幼
児
期
の
子
ど
も
を
持
つ
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
の

た
め
の
「
子
育
て
ヒ
ン
ト
集
」
で
す
。

　

今
日
、
子
ど
も
部
屋
の
問
題
が
い
ろ

い
ろ
と
出
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
部
屋

　
３１

に
閉
じ
こ
も
る
と
、
親
の
注
意
が
行
き

届
か
な
く
な
っ
た
り
、
親
子
の
会
話
が

減
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
部

屋
が
犯
罪
の
場
に
な
っ
て
し
ま
う
例
も

あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
部
屋
が
子
ど
も
の
成
長
に
役

立
つ
よ
う
に
す
る
に
は
、
ル
ー
ル
が
必

要
で
す
。
居
間
に
顔
を
出
し
て
か
ら
部

屋
に
入
る
、
子
ど
も
部
屋
に
鍵
を
か
け

な
い
、
友
達
は
部
屋
に
入
れ
る
前
に
親

に
紹
介
す
る
、
親
は
そ
の
責
任
と
し
て

必
要
な
と
き
に
子
ど
も
部
屋
に
入
る
な

ど
、
子
ど
も
の
様
子
を
し
っ
か
り
把
握

で
き
る
よ
う
に
、
各
家
庭
で
子
ど
も
部

屋
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

正
し
い
し
つ
け
が

子
ど
も
へ
の

最
大
限
の
贈
り
物
か
も

家
庭
教
育

手
帳
 

― 

し
つ
け
―

飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼いいいいいいいいいいい主主主主主主主主主主主ののののののののののの責責責責責責責責責責責任任任任任任任任任任任ををををををををををを果果果果果果果果果果果たたたたたたたたたたたしししししししししししままままままままままましししししししししししょょょょょょょょょょょううううううううううう！！！！！！！！！！！

あなたはフンの後始末をしていますか？
◆無責任な飼い主のために、道路や公園などが犬のフンで汚されています。
◆犬のフンの後始末は飼い主の責任です。
◆犬と散歩するときは、必ずフンの後
始末ができる用意をしてください。

簡単なフンの取り方を
　　　　　ご紹介します。
①紙でフンをおおう。
②ビニール袋のなかに手を入れ、紙の
上からフンをつかむ。

③ビニール袋を反転する。
④家へ持ち帰る。
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江
戸
時
代
、
庄
屋
は
村
内
の
者
が
他
村
の
嫁
・
む
こ
・
奉
公
人
に
な
る
と
き
は
、
転

出
先
の
庄
屋
に
通
知
し
ま
し
た
。
受
け
取
っ
た
庄
屋
は
「
人
別
宗
門
改
帳
」（
前
号
で
永

沼
豊
寿
氏
文
書
紹
介
）
に
記
載
し
、
幕
府
や
藩
に
届
け
出
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
見
つ
か

っ
た
古
文
書
の
一
枚
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

除
籍
通
知
書
「 
人  
別  
拂  
一  
札  
之  
事 
」

に
ん 

べ
つ 
ば
ら
い 
い
っ 

さ
つ 

の 

こ
と

ＡNNＯＵNCＥMＥNT-ＩSHＩKＡWＡ�

　

写
真
の
古
文
書
に
は
、
お
よ
そ

次
の
よ
う
な
こ
と
が
書
い
て
あ
り

ま
す
。

　
「（
龍
蔵
）
の
除
籍
の
こ
と
に
つ

い
て
母
畑
村
の
四
十
歳
に
な
る
庄

左
衛
門
の
弟
、
龍
蔵
が
あ
な
た
の

村
の
惣
十
の
婿
に
縁
づ
い
て
参
り

ま
す
の
で
、
私
の
村
で
は
「
人
別
・

宗
判
（
門
）」
と
も
除
籍
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
あ
な
た
の
村
の
増

人
と
し
て
書
き
加
え
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
庄
左
衛
門
は
キ
リ
ス
ト

教
信
者
の
仲
間
の
一
人
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
除
籍
に
つ
い
て
は
以
上

の
と
お
り
で
す
。

　
（
一
八
六
〇
年
）

　

安
政
七
申
年
三
月

　

丹
内
リ
ウ
さ
ん
は
、
明
治　

年
４
月　

日
生
ま
れ
の
１
０

３４

２７

０
歳
で
す
。

　

山
形
五
斗
蒔
に
男
５
人
・
女
４
人
の
９
人
兄
弟
・
姉
妹
の

二
女
と
し
て
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
大
農
家
の
父
は
文
才
の

あ
る
人
だ
っ
た
そ
う
で
、
各
界
で
活
躍
し
た
そ
う
で
す
。

　

リ
ウ
さ
ん
は
、
そ
の
後
丹
内
家
に
嫁
ぎ
、
８
人
の
子
宝
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。
今
は
６
人
が
健
在
で
す
。
当
時
は
農
業
を

営
み
な
が
ら
、
子
育
て
を
し
て
大
変
苦
労
し
た
と
言
っ
て
い

ま
す
。
リ
ウ
さ
ん
の
平
ら
な
人
柄
は
、
地
域
の
人
々
の
人
望

を
厚
く
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
初
め
こ
ろ
か
ら
、
寝
て
過
ご
す
こ
と
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
現
在
は
在
宅
介
護
支
援
の
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
、

入
浴
や
昔
の
思
い
出
話
し
を
楽
し
み
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま

す
。
食
事
は
３
度
し
っ
か
り
と
り
、
３
時
の
お
や
つ
（
ヨ
ー

グ
ル
ト
）
な
ど
も
欠
か
し
ま
せ
ん
。
食
べ
物
の
中
で
も
、
特

に
さ
し
み
は
大
好
き
だ
そ
う
で
、
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
の
あ
ん

こ
類
も
好
き
で
す
。何
よ
り
ゆ
っ
く
り
、よ
く
か
ん
で
食
べ
る

の
に
は
感
心
さ
せ
ら
れ
、酒
、た
ば
こ
は
た
し
な
ま
な
い
そ
う

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

１００歳　　　に聞く
丹内 リウさ

ん

（当　町）
�１００歳�

　
　

石
川
郡
母
畑
村
庄
屋

矢
部
平
助　
◯印
 

　

同
郡
中
野
村

　

御
庄
屋
二
瓶
米
右
衛
門
殿
」

　

寺
は
庄
屋
の
報
告
を
受
け
、
村

人
の
出
産
・
死
亡
・
異
動
を
掌
握

し
、
キ
リ
ス
ト
教
信
者
で
な
い
こ

と
を
証
明
す
る
な
ど
現
在
の
役
場

の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
文
書
を
書
い
た
安
政
七
年

は
三
月
十
八
日
に
万
延
元
年
に
改

元
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
か
ら
約
百

四
十
年
前
は
、
写
真
の
よ
う
な
文

字
で
候
文
体
の
文
章
を
書
い
て
い

ま
し
た
。
時
の
流
れ
を
感
じ
ま
す
。

おじいちゃん
おばあちゃん

最終回

龍
蔵
が
あ
な
た
の
村
へ 
婿 
入
り
し
ま
す

む
こ

▲中野・二瓶勇氏所蔵文書（タテ２８ｃｍ×ヨコ４１ｃｍ）
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町
の
わ
だ
い�

「
町
の
わ
だ
い
」
は
み
な
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。�

身
近
に
行
わ
れ
て
い
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
明
る
い
話
題
な
ど
を�

役
場
総
務
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

　
　

月　

日
、
母
畑
レ
ー
ク
サ
イ
ド
セ

１０

２４

ン
タ
ー
で
第
１
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛

好
会
の
会
員
な
ど　

人
が
参
加
。
開
会

３６

式
で
は
、
大
会
会
長
で
同
セ
ン
タ
ー
理

事
長
の
西
牧
立
博
町
長
が
あ
い
さ
つ
。

町
体
育
協
会
の
岡
崎
重
春
会
長
が
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

５
･
６
人
ず
つ
で
６
組
の
グ
ル
ー
プ

　
　

月　

日
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
町

１０

２１

消
防
団
の
秋
季
検
閲
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

秋
晴
れ
の
好
天
に
恵
ま
れ
た
検
閲
式

に
は
、
５
０
１
人
の
消
防
団
員
が
参
加
。

殉
職
消
防
団
員
の
霊
に
対
し
て
黙
祷
を

さ
さ
げ
た
あ
と
、
西
牧
立
博
町
長
が
点

検
者
に
委
嘱
さ
れ
、
通
常
点
検
、
機
械

点
検
、
分
列
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
初
め
て
各
分
団
対
抗
で
、
自

動
車
ポ
ン
プ
４
台
、
小
型
ポ
ン
プ
６
台

に
分
か
れ
、
応
用
操
法
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

▼
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

　

第
一
位
＝
沢
田
分
団

　

第
二
位
＝
母
畑
分
団

▼
小
型
ポ
ン
プ
の
部

　

第
一
位
＝
石
川
分
団

　

第
二
位
＝
沢
田
分
団

　

第
三
位
＝
山
橋
分
団

花名＝キャットテール

町
消
防
団
秋
の
検
閲
式

�
初
の
分
団
対
抗
応
用
操
法
訓
練
�第

１
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

�
岡
部
さ
ん
が
優
勝
�

が
イ
ン
・
ア
ウ
ト
に
分
か
れ
、
広
々
と

し
た
芝
生
の
特
設　

ホ
ー
ル
を
楽
し
く

１８

周
り
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
高
齢
者
か
ら

子
ど
も
ま
で
気
軽
に
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
で
、
年
々
愛
好
家
が
増
え
て

い
ま
す
。
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
岡
部
良
（
双
里
）
②
坂
本
栄
子
（
中

野
）
③
相
田
喜
市
（
曲
木
）
④
中
島
金

寿
（
沢
井
）
⑤
蕪
木
聖
和
（
北
山
）
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月　

日
、
総
合
体
育
館
で
第　

回

１０

１９

５３

県
女
性
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
し
よ
う

と
、
積
極
的
に
活
動
を
展
開
す
る
県
内

各
地
の
婦
人
会
員
な
ど
約
１
、
１
０
０

人
が
参
加
。
ア
リ
ー
ナ
が
女
性
一
色
と

な
る
中
、
佐
藤
栄
佐
久
知
事
、
植
田
英

一
県
議
会
議
長
も
駆
け
つ
け
激
励
し
ま

し
た
。

　
「　

世
紀
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
」

２１

を
テ
ー
マ
と
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
西
牧
立
博
町
長
ら

４
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
現
状
、
将

来
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
幼
児

教
育
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
テ
リ
ー
・
ス

ザ
ー
ン
先
生
を
招
き
、「
未
来
に
向
か
っ

て
大
き
な
夢
を
」
の
講
演
を
聞
き
ま
し

た
。

　
　

月　

日
、
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
・

１０

３０

石
川
「
多
目
的
広
場
」
で
、
第　

回
全

１５

国
健
康
福
祉
祭
ふ
く
し
ま
大
会
記
念
の

石
川
町
・
矢
吹
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
交
流

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

来
年　

月
の
本
大
会
を
前
に
、
ゲ
ー

１０

ト
ボ
ー
ル
会
場
と
な
る
両
町
が
記
念
の

交
流
大
会
を
開
い
た
も
の
で
す
。

　

本
町
か
ら　

チ
ー
ム
、
矢
吹
町　

チ

１４

１０

ー
ム
の　

チ
ー
ム
約
２
０
０
人
が
参
加
。

２４

開
会
式
で
は
、
古
内
チ
ー
ム
の
藤
沢
義

男
（
沢
井
）
主
将
ら
が
選
手
宣
誓
を
行

い
ま
し
た
。

　

各
コ
ー
ト
で
は
予
選
リ
ー
グ
、
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、
お
年
よ
り
た
ち

の
熱
い
戦
い
に
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
優　

勝
＝
中　

畑
（
矢
吹
町
）

▼
準
優
勝
＝
古　

内

▼
第
３
位
＝
新
田
Ａ
・
南
山
形

　
　

月　

日
、
石
川
共
同
福
祉
施
設
ホ

１０

３１

ー
ル
で
、
石
川
町
戦
没
者
追
悼
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

戦
後　

年
を
迎
え
た
今
年
。
戦
争
で

５６

尊
い
生
命
を
犠
牲
に
し
た
人
々
を
偲
ぶ

遺
族
な
ど
、
約
１
０
０
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

全
員
で
国
歌
を
斉
唱
し
、
戦
没
者
に

対
し
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。
西
牧
立
博

町
長
が
式
辞
を
述
べ
、
遺
族
会
を
代
表

し
て
野
木
沢
分
会
の
草
野
嘉
一
さ
ん
が

「
遺
族
の
胸
中
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

若
者
に
も
継
承
し
て
い
き
た
い
」
と
追

悼
の
言
葉
を
お
く
り
ま
し
た
。

　

出
席
者
一
人
ひ
と
り
が
献
花
し
、
遺

族
を
代
表
し
て
母
畑
分
会
長
の
鈴
木
英

夫
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た

同
日
、
遺
族
会
に
よ
る
戦
没
者
慰
霊
祭

も
行
わ
れ
、
全
員
で
「
英
霊
に
奉
ぐ
」

を
合
唱
し
ま
し
た
。

本
町
で
県
女
性
大
会
を
開
催

�
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
�

戦
後　

年
・
戦
没
者
を
追
悼

５６

�
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
若
者
に
伝
承
� ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
交
流
会

�
来
年
は
本
番
�

ＡNNＯＵNCＥMＥNT-ＩSHＩKＡWＡ�
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青
春
ど
真
中�

　

職
業
▽
�
八
幡
屋
託
児
所
で
保
育
士

を
し
て
い
ま
す
。

★
今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
は
何
で
す
か

　

友
だ
ち
と
色
々
な
所
に
旅
行
す
る
こ

と
で
す
。
計
画
を
立
て
て
、
自
分
た
ち

で
車
で
行
っ
た
り
す
る
の
で
、
と
て
も

楽
し
く
旅
行
が
で
き
て
い
ま
す
。

★
将
来
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　

幸
せ
な
家
庭
を
築
き
た
い
で
す
。

★
町
政
に
望
む
こ
と
は
な
ん
で
す
か

宗
像　

千
里
さ
ん（　

歳
）●
境
ノ
内

２３

　

街
を
一
歩
外
れ
る
と
、
電
灯
の
数
が

少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
も
っ
と

電
灯
の
数
を
増
や
し
て
、
明
る
い
街
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

★
最
後
に
理
想
の
男
性
の
タ
イ
プ
は

　

回
り
の
人
々
に
対
す
る
気
遣
い
の
で

き
る
人
。
自
分
の
意
見
を
持
っ
て
い
る

人
。

次
回
は
宗
像
さ
ん
の
紹
介
で

小
貫　

誠
さ
ん
で
す
。

南山形字堂ノ上�

十文字　祥子さん�

茨
城
県
高
萩
市

茨
城
県
高
萩
市�

茨
城
県
高
萩
市�

茨城県高萩市茨城県高萩市�茨城県高萩市�

◆
あ
な
た
の
故
郷
は
ど
ん
な
所
で
す

か
　

万
葉
集
に
も
詠
ま
れ
た
白
砂
青
松

の
浜
と
海
し
ょ
く
崖
の
海
、
そ
し
て

四
季
折
々
に
美
し
い
表
情
を
見
せ
る

山
々
な
ど
、
海
と
山
の
自
然
が
豊
か

な
人
口
約
３
万
５
千
人
の
町
、
茨
城

県
高
萩
市
で
す
。

　

戦
前
に
は
、
常
磐
炭
田
を
控
え
た

石
炭
産
業
の
町
と
し
て
栄
え
ま
し
た

が
、
そ
の
後
は
工
業
団
地
の
造
成
に

よ
る
産
業
の
振
興
を
は
じ
め
、
都
市

基
盤
整
備
、
教
育
・
文
化
施
設
の
整

備
な
ど
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん

で
い
ま
す
。

　

名
産
品
と
し
て
常
陸
牛
の
み
そ
漬

け
が
あ
り
ま
す
。

◆
い
つ
、
石
川
町
に
来
ま
し
た
か

　

平
成　

年
９
月
に
来
ま
し
た
。

１２

◆
石
川
町
の
印
象
は

　

茨
城
県
と
言
っ
て
も
道
路
交
通
網

の
整
備
に
よ
っ
て
、
あ
ま
り
遠
く
感

じ
ま
せ
ん
。
至
る
所
に
直
売
所
が
あ

っ
た
り
、
手
作
り
の
新
鮮
な
農
作
物

が
食
べ
れ
た
り
で
き
て
幸
せ
で
す
。

ま
た
母
畑
・
猫
啼
な
ど
温
泉
が
豊
富

に
あ
る
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
す
。

昨
年
は
じ
め
て
農
業
と
い
う
か
稲
作

の
仕
事
を
し
ま
し
た
。
近
所
の
人
々

も
良
く
し
て
く
れ
、
若
妻
会
に
入
っ

て
地
域
と
の
絆
を
深
め
て
い
ま
す
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

少
子
化
対
策
に
力
を
！
ま
た
、
み

ん
な
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

で
す
。

　
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
は
、
町
外
か
ら
石
川
町
に
来
ら

れ
た
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
６
地
区
を
巡
回
し
、

皆
さ
ん
の
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
、石
川

町
の
印
象
な
ど
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。登
場
し
た
い

方
は
、
総
務
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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◆
お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

◆
お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

　

男
４
人
授
か
り
、
孫
が
８
人
に
な
り

ま
し
た
。

◆
結
婚
さ
れ
て

◆
結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞
か

年
、
思
い
出
を
聞
か

５０５０

せ
て
く
だ
さ
い

せ
て
く
だ
さ
い

徳
寿
さ
ん

　

徳
寿
さ
ん　

私
た
ち
は
昭
和　

年
３

２６

月
に
結
婚
し
ま
し
た
。
当
時
は
食
糧
難

と
い
う
時
代
で
し
た
が
、
農
地
を
活
か

し
稲
作
、
麦
、
養
蚕
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
な

ど
を
営
み
ま
し
た
。
昭
和　

年
８
月
に

４５

は
、
中
山
間
の
地
形
に
見
切
り
を
つ
け
、

今
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
経
営
に
切
り

替
え
ま
し
た
。
当
時
は
自
動
車
社
会
の

途
上
の
時
で
燃
料
の
需
要
も
伸
び
ま
し

た
。
そ
の
後
の
規
制
緩
和
に
よ
っ
て
厳

し
い
競
争
社
会
に
な
り
ま
し
た
。

初
江
さ
ん

　

初
江
さ
ん　

平
成
８
年
に
教
育
委
員

会
で
発
刊
し
た
「
平
和
の
誓
い
」
に
執

筆
し
た
こ
と
が
一
生
の
記
念
と
な
り
ま

し
た
。

◆
お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

◆
お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

　

子
ど
も
の
所
に
行
っ
て
、
孫
の
顔
を

見
る
こ
と
や
温
泉
に
行
く
こ
と
で
す
。

初
江
さ
ん

　

初
江
さ
ん　

白
百
合
の
会
で
手
芸
を

楽
し
む
こ
と
で
す
。

◆
石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教

◆
石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教

え
て
く
だ
さ
い

え
て
く
だ
さ
い

　

今
出
川
・
北
須
川
沿
い
の
桜
並
木
や

石
尊
山
・
禿
山
の
つ
つ
じ
が
好
き
で
す
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

国
営
母
畑
農
地
総
合
整
備
事
業
の
償

還
が
始
ま
っ
た
今
、
農
地
か
ら
宅
地
開

発
に
つ
な
げ
、
人
口
増
に
向
け
て
の
有

効
活
用
を
望
み
ま
す
。

このコーナーでは、�
金婚式(結婚50年)を�
迎えられたご夫婦を紹介�
していきます。�

近内　徳寿さん（69歳）�
初江さん（75歳）�
住所：中野字竹下�

＜氏名＞�

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
」
で
は
、
１
歳
か

ら
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集

し
て
い
ま
す
。応
募
方
法
は
、お
子
さ
ん
の

写
真
、
名
前
、
誕
生
日
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
、
封
書
で
役
場
総
務
課
広
報
広
聴

係
ま
で
お
便
り
く
だ
さ
い
。
後
日
担
当
が

撮
影
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

草野　翔   　ちゃん
しょう

坂路字川平　　　　　　　　
清一さん・さゆりさんの長男
平成１０年７月３日生まれ　　

「弟の辰弥と二人仲良く遊ん
でいます。丈夫で元気に育っ
てね！」

梅津　拓人    　ちゃん
ひろと

長久保　　　　　　　　　　
芳徳さん・由美子さんの長男
平成１０年７月９日生まれ　　

「これからも、仲良し親子で
いようね�」

ＡNNＯＵNCＥMＥNT-ＩSHＩKＡWＡ�
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案
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月
１
日
か
ら
、
雇
用
対
策
法
が
改

１０
正
さ
れ
、
募
集
・
採
用
時
の
年
齢
制
限

の
緩
和
措
置
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
事
業

主
の
皆
様
は
、
募
集
・
採
用
時
に
は
、

次
の
よ
う
な
場
合
を
除
い
て
年
齢
制
限

を
設
け
な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

仕
事
の
内
容
や
必
要
な
技
能
等
を
で
き

る
限
り
明
示
す
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
募
集
採
用
時
の
年
齢
制
限
が
認
め
ら

れ
る
場
合

�
長
期
勤
続
に
よ
り
キ
ャ
リ
ア
形
成
を

行
う
た
め
に
新
規
学
卒
者
な
ど
を

採
用
す
る
場
合

�
体
力
・
視
力
な
ど
加
齢
に
よ
り
一
般

的
に
低
下
す
る
機
能
の
維
持
が
、
募

集
し
よ
う
と
す
る
業
務
を
行
う
の

に
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
特
定
の
年

齢
以
下
の
方
を
募
集
・
採
用
す
る
場

合
な
ど　

項
目
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

１０
事
業
主
の
皆
様
へ

年
齢
に
か
か
わ
り
な
い

募
集
・
採
用
を
！

　

こ
れ
ら
に
該
当
し
年
齢
制
限
を
行
う

場
合
は
、
そ
の
こ
と
を
職
業
紹
介
機
関

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・
民
間
職
業
紹
介
機

関
）
や
求
職
者
本
人
に
対
し
説
明
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

※
で
き
る
限
り
労
働
者
の
募
集
・
採
用
に
際
し

年
齢
制
限
を
設
け
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
重
要
で
す
が
、「
完
全
な
年
齢
制
限

の
撤
廃
は
な
か
な
か
難
し
い
」と
い
う
場
合
で

も
年
齢
上
限
を
も
う
少
し
（
例
え
ば
５
歳
）
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、お
考
え
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
川

　

�
２
６
―
２
４
８
４

●
人
権
デ
ー　
　

月　

日

１２

１０

●
人
権
週
間　
　

月
４
日

１２

　
　
　
　
　
　
　

〜　

日
１０

　

ご
相
談
く
だ
さ
い

　
　

子
ど
も
の
人
権
Ｓ
Ｏ
Ｓ

　

子
ど
も
た
ち
は
だ
れ
で
も
、
の
び
の

び
と
元
気
に
生
き
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
実
の
社
会
の
中
で
は
、

い
じ
め
や
児
童
虐
待
、
児
童
売
春
・
児

童
ポ
ル
ノ
な
ど
の
商
業
的
性
的
搾
取
な

ど
に
よ
っ
て
人
権
を
侵
害
さ
れ
、
傷
つ

い
て
い
る
子
ど
も
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
子
ど
も
た
ち
の
人
権
を
守
る
た
め

に
、
改
め
て
「
子
ど
も
の
人
権
」
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

い
じ
め
や
虐
待
、
一
人
で
悩
ま
な
い
で
。

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

各
法
務
局
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

多
発
す
る
の
は

「
冬
」の「
夜
間
」。

放
火
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
「
放
火
」
と
「
放
火
の
疑
い
」
に
よ
る

火
災
は
、
１
９
８
５
年
以
降
連
続
し
て

出
火
原
因
の
ト
ッ
プ
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

年
か
ら
は
毎
年
１
万
件
を
超
え
、
２

９２０
０
０
年
中
に
は
１
３
、８
５
０
件（
概

算
値
）
が
発
生
し
て
い
ま
す
。（
す
べ
て

の
火
災
の　

・
２
％
）。
傾
向
は
、
冬
か

２２

ら
春
先
、
夜
間
か
ら
明
け
方
（
午
後
８

時
〜
翌
朝
６
時
）
に
か
け
て
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

放
火
の
危
険
か
ら
地
域
社
会
を
守
る

に
は
、
住
民
や
町
内
会
、
関
係
機
関
な

ど
が
一
体
と
な
っ
て
協
力
し
、
放
火
さ

れ
に
く
い
環
境
を
つ
く
り
だ
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。
放
火
火
災
の
予
防
の
た
め

に
、
次
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

①
建
物
へ
の
放
火
に
注
意

②
ご
み
へ
の
放
火
に
注
意

③
車
両
へ
の
放
火
に
注
意

④
放
火
危
険
個
所
の
改
善

●売払い物件 ●入札並びに開札の日時
　及び場所
①入札日時
　平成１４年１月１５日（火）
　午後１時３０分
②開札日時
　入札締切り後直ちに開札
③場　　所
　須賀川市妙見１２１－１
　須賀川公共職業安定所
　２階会議室
●入札心得書
　及び契約条項を示す場所

　福島市霞町１番４６号
　福島合同庁舎５階
　福島労働局総務部総務課
　会計第二係
　�０２４－５３６－００７７
　須賀川市妙見１２１－１
　須賀川公共職業安定所管理課
　�０２４８－７６－８６０９
●お問い合わせ先
　福島労働局総務部総務課
　会計第二係
　�０２４－５３６－００７７

物　件

石川郡石川町字
矢ノ目田４の５所在

宅　地種目

１６７．８７�数量

（石川宿舎跡地）備考

募
集

平
成　

年
度
石
川
町
立

１４

野
木
沢
幼
稚
園
児
募
集

　

石
川
町
で
は
、
平
成　

年
度
の
野
木

１４

沢
幼
稚
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

●
入
園
対
象
児

　

①
野
木
沢
地
区
在
住
の
５
歳
児
と
す

　
　

る

　

②
平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９

　
　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

●
募
集
定
員

　
　

名
３５

●
受
付
期
間

　

平
成　

年
１
月
９
日
�
〜　

日
�

１４

１８

●
申
込
方
法

　

石
川
町
教
育
委
員
会
、
ま
た
は
野
木

沢
幼
稚
園
か
ら
入
園
願
書
を
受
け
取
り
、

期
日
ま
で
に
野
木
沢
幼
稚
園
へ
申
し
込

む
こ
と
。

●
入
園
料
及
び
授
業
料

　

①
入
園
料　
　
　
　
　
１
、５
０
０
円

　

②
授
業
料（
月
額
）
１
３
、０
０
０
円

（
な
お
、
入
園
料
・
授
業
料
は
改
正

さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

石
川
町
教
育
委
員
会
教
育
課

　

�
２
６
―
９
１
３
５

　

ま
た
は
、
野
木
沢
幼
稚
園

　

�
２
６
―
７
０
０
４

国有財産売払のお知らせ国有財産売払のお知らせ

　
２
０
０
２
年
（
平
成
14
年
）
１
月
１
日
号
か
ら
、
広
報
い
し
か
わ
の
紙
面
が
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
・
レ
イ
ア
ウ
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
掲
載
記
事
に
つ
い
て
も
人

物
の
登
場
機
会
を
増
や
し
、
住
民
参
加
型
の
広
報
紙
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
き
ま
す
。�

　
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
紙
面
を
つ
く
り
上
げ
て
い
き
ま
す
の

で
、
更
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

「
広
報
い
し
か
わ
」
の
紙
面
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す�

街
で
「
広
報
い
し
か
わ
」
の
取
材
を
お
願
い
し
ま
す
と�

言
わ
れ
た
ら
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

緊急
告知
�
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交
通
事
故
巡
回
相
談

●町づくりにあなたの声を！　　　　●町づくりにあなたの声を！
　　　　　町政運営の基本は、町民の皆さんと共にあゆむ「参加と共
　　　働」の町づくりです。あなたのひとことが、よりよい町をつく
ります。町づくりに対し、日ごろ感じていることをお寄せください。
●あなたの作品コーナー
　体験談、写真、イラストなど「あなたの作品」を募集します。
●広報掲載上のお願い
　匿名のご意見やおたよりは掲載しません。
　住所、氏名、年令、電話番号を明記の上お寄せください。（但し、明
記の上での匿名希望は匿名扱いにします）
　意見や要望（苦情も含む）に対しては、内容によって次のように取
り扱います。
１．回答を添えて紹介する。
２．回答というかたちをとらず、今後の町づくりの参考にする。
３．電話や手紙で回答する。
◎〒９６３９６３―７８９３７８９３　石川町役場内 広報いしかわ係までお寄せください。石川町役場内　広報いしかわ係までお寄せください。

FAX０２４７―２６―０３６０　　　　　　　  FAX ０２４７―２６―０３６０

心
配
ご
と
相
談

★税を納めて元気のあるゆたかな町を築きましょ
う。

★地球環境へのやさしさの配慮、まずゴミの減量化をしましょう。
★ゴミは分別して正しく出しましょう。
★愛犬の散歩時の排出物は持ち帰りましょう。
★役場への電話は、各課直通になりました。
★火災・事件・事故をなくして明るい町を築きましょう。
★火災発生場所のお問い合わせは、０２４８―７６―８１８１０２４８―７６―８１８１（消防情報案内）へ

皆さんとより良いまちづくりを

場　所内　　　容月　日

母 畑
レークサイド

母畑レークサイドスケート場
オープン

１２／８

町内各小中学校小中学校第２学期終業式１２／２１

中 央 公 民 館新年互礼会１／４

町内各小中学校小中学校第３学期始業式１／８

ホテル松多屋第５４回石川町成人式１／１３

●
相
談
日　
　

月
７
日
（
金
）、　

日

１２

１７

（
月
）、　

日
（
木
）

２７

●
時　

間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

●
場　

所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

石
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

�
２
６
―
３
７
９
３

●
相
談
日　
　

月　

日
（
火
）

１２

１８

●
時　

間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

●
場　

所　

石
川
町
役
場
宿
直
室

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
消
防
交
通
係

　

�
２
６
―
２
１
１
４

相
談

●生涯学習伝言板に掲載をご希望の方は、教育課・生涯学習
係までお問い合わせください。　　　　　　� 26－9136

　

Ｊ
Ａ
あ
ぶ
く
ま
石
川
は
、
石
川
の

り
ん
ご
を
そ
の
ま
ま
使
っ
た
ス
ト
レ

ー
ト
ジ
ュ
ー
ス
、「
つ
が
る
」
と
「
ジ

ョ
ナ
ゴ
ー
ル
ド
」
の
１
�
瓶
、
２
種

類
を
製
造
し
、
り
ん
ご
の
需
要
拡
大

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
り
ん
ご
の
で
き
も
良
く
、

果
汁
１
０
０
％
の
「
つ
が
る
」
１
、

１
０
０
本
、「
ジ
ョ
ナ
ゴ
ー
ル
ド
」
１
、

８
０
０
本
を
製
造
。
１
本
６
０
０
円

で
２
本
入
・
３
本
入
セ
ッ
ト
な
ど
で

販
売
し
て
い
ま
す
。今
後
、「
ふ
じ
」ス

ト
レ
ー
ト
ジ
ュ
ー
ス
も
製
造
し
発
売

す
る
予
定
で
い
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
Ｊ
Ａ
の
各
支

店
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

も
ぎ
た
て
石
川
産
り
ん
ご
を

そ
の
ま
ま
使
っ
た
ジ
ュ
ー
ス
は

い
か
が
で
す
か

〜
清
く
守
ろ
う　

み
ん
な
の
空
気
〜

　

自
動
車
の
交
通
量
増
大
や
暖
房
の
影

響
、
冬
季
特
有
の
気
象
条
件
な
ど
に
よ

っ
て
、
１
年
間
で
最
も
大
気
汚
染
が
進

む
の
が　

月
で
す
。
自
動
車
の
ア
イ
ド

１２

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
を
心
が
け
、
自
動
車

の
利
用
や
過
度
の
暖
房
を
控
え
る
な
ど
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

月
は

１２「大
気
汚
染
防
止
推
進
月
間
」

　
（
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り
、
母
畑

レ
ー
ク
サ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
に
、
テ
ン

ト　

張
（
小　

・
大
２
）、
ベ
ン
チ　

１２

１０

１０

脚
を
配
置
し
ま
し
た
。

母
畑
レ
ー
ク
サ
イ
ド
セ
ン

タ
ー
に
テ
ン
ト　

張
・
ベ

１２

ン
チ　

脚
を
配
置

１０
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コ

ー

ナ

ー

お
知
ら
せ�

ＩNFＯMＡTＩＯN

消
費
者

�
コ

ー

ナ

ー

�

健康ふくしま21計画―①栄養と食生活�

　11月～12月にかけて各地区で伝達調理実
習が始まりました。�
　毎年この時期に開催し、地区の方々で交
流を深めています。�
　バランスを考え、組み合わせ、とりすぎ
などを、実習を通して気軽に学べるのでは
ないかなと思います。ぜひ、お誘い合わせ
のうえ参加してください。�

●お問い合わせ先　保健センター126－8416�

〈実習メニュー〉�
①菜めし（大根葉、じゃこ、生姜）�
②金太郎巻（鶏肉、人参、いんげん）�
③大根のえびあんかけ（大根、えび、片栗粉）�
④牛乳もち（牛乳、片栗粉、きな粉）�

出
産
・
子
育
て
の

費
用
は
ど
の
く
ら
い
？

　

か
つ
て
、
一
人
の
女
性
が
生
涯
に
生

む
子
ど
も
の
数
の
平
均
は
二
人
を
超
え

て
い
ま
し
た
が
、１
９
９
９
年
に
は
１
・

３
４
人
に
ま
で
減
り
ま
し
た
。
少
子
化

に
歯
止
め
を
掛
け
る
た
め
２
０
０
０
年

よ
り
、
児
童
手
当
の
支
給
が
三
歳
の
誕

生
月
ま
で
か
ら
就
学
前
ま
で
と
延
長
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
出
産
育
児
一
時
金
な
ど
、

国
の
援
助
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た

給
付
金
を
充
て
て
も
、
出
産
・
子
育
て

に
伴
う
費
用
負
担
は
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
た
め
に
は
、

あ
る
程
度
の
家
計
の
余
裕
と
預
貯
金
が

必
要
な
の
が
、
日
本
の
現
状
で
す
。

●
子
ど
も
の
成
長
を
見
越
し
た

　

生
活
設
計
を

　

子
ど
も
を
生
む
た
め
に
、
ま
ず
掛
か

っ
て
く
る
の
が
、
妊
娠
中
の
定
期
検
診

代
で
す
。
出
産
は
健
康
保
険
給
付
の
対

象
外
と
な
る
た
め
、
費
用
負
担
は
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
三
和
銀
行
の
調
査
に

よ
れ
ば
、
第
一
子
の
出
産
に
掛
け
た
費

用
は
約　

万
円
で
す
。
出
産
祝
い
の　

７３

２８

万
円
を
差
し
引
い
て
も
、　

万
円
の
負

４５

担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
を
持
と

う
と
決
め
た
ら
、
出
産
費
用
と
し
て
、

預
貯
金
を
確
保
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

そ
う
で
す
。

　

出
産
後
は
、
紙
お
む
つ
や
ミ
ル
ク
代

な
ど
の
育
児
費
、
洗
濯
回
数
の
増
加
に

よ
る
水
道
・
光
熱
水
費
の
上
昇
が
見
ら

れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
が
保
育
所

や
幼
稚
園
に
通
う
よ
う
に
な
る
と
、
保

育
費
の
た
め
に
家
計
の
支
出
は
大
幅
に

ア
ッ
プ
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
生
活

設
計
を
た
て
、
安
心
し
て
子
育
て
で
き

る
家
計
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
栄
養
と
食
生
活
に
絞
っ
て

お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
不
規
則

な
食
習
慣
、
偏
食
、
暴
食
、
野
菜
不
足
、

塩
分
の
と
り
過
ぎ
、
朝
食
抜
き
、
夕
食

後
の
間
食
が
多
い
な
ど
、
心
当
た
り
の

あ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
ら
の
「
食
」
に
関
す
る
問
題
は
、

健
康
づ
く
り
に
は
一
番
影
響
の
あ
る
分

野
で
す
。
脳
卒
中
、
心
臓
病
、
が
ん
、

糖
尿
病
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
生
活
習
慣
病

に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
も
の
に
食
事

が
あ
り
ま
す
。

　

計
画
で
は
、「
自
分
の
適
正
体
重
を
知

り
、
体
重
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
実
践
す
る

人
の
増
加
」
や
、「
脂
肪
の
と
り
過
ぎ
を

減
ら
す
人
の
増
加
」、「
朝
食
を
食
べ
な

い
人
の
減
少
」、「
量
質
と
も
に
き
ち
ん

と
し
た
食
事
を
す
る
人
の
増
加
」
に
具

体
的
な
目
標
値
を
出
し
て
い
ま
す
。
ま

ず
、「
万
病
の
も
と
の
肥
満
を
防
ご
う
」

と
い
う
こ
と
で
、
実
現
に
向
け
て
、
買

い
物
、
調
理
、
食
事
の
と
き
、
食
事
が

終
わ
っ
た
と
き
、
食
べ
物
を
保
存
す
る

と
き
な
ど
の
工
夫
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

寝
た
き
り
で
介
護
が
必
要
な
高
齢
者

は
、
平
成　

年
に
は
１
２
０
万
人
い
る

１２

と
推
測
さ
れ
、　

年
に
は
１
７
０
万
人

２２

に
な
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。
寝
た
き

り
の
原
因
と
な
る
、「
脳
卒
中
」「
骨
折
」

を
防
ぐ
に
は
、
冬
の
寒
さ
対
策
、
転
倒

予
防
の
対
策
な
ど
と
一
緒
に
、
病
気
や

ケ
ガ
に
負
け
な
い
か
ら
だ
を
つ
く
る
た

め
に
健
康
な
う
ち
か
ら
生
活
習
慣
を
見

直
し
、
丈
夫
な
身
体
を
つ
く
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

 （単価：万円）出産総費用の平均額
 ７３．３出産総費用合計

 ４５．４検査・分べん費用

 ０．２胎教にかかった費用

 ０．４妊娠期間中の運動費用

 ５．８妊婦用衣料費

 ９．９ベビー用品代（リース利用料＋購入費用）

 １１．６お祝い返し費用

 ▲２８．０出産祝い

 ４５．３合　計

　三和銀行「出産及び幼児教育に関する調査」１９９７年９月
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戸
籍
の
窓
口�

　
平
成
　
年
　
月
１
日
か
ら
　
月
　
日
ま
で
届
出
分（
敬
称
略
）�

戸
籍
の
窓
口�

31

10

10

13

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん�

今
月
の
納
期�

国
民
年
金
（
12
月
分
）�

※
１２
月
２５
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
�

国
民
健
康
保
険
税
（
6
期
分
）�

保だより�老人保健制度�
　70歳以上（一定の障害のある人は65歳以上）の人は、�
老人保健で医療を受けることになります。この制度は、すべて
の医療保険（国保、健康保険など）が�
公平にお金を出し合い、公費と合わせ�
て高齢者の医療費を支え合おうという�
ものです。�

　老人保健による医療の対象となるのは、
70歳になる月の翌月（１日が誕生日の人は
その月）からです。�

　お医者さんにかかるときは、保険証・健康手
帳・医療受給者証を医療機関の窓口で提示し
ましょう。一部負担金は次のとおりです。�

3月3日が誕生日⇒4月から開始�

1月1日が誕生日⇒1月から開始�

例�

●国保に加入している人が、他の市区町村の介護保
険施設等（特別養護老人ホームなど）に入所・入
院する場合は、引き続き今までの市区町村国保の
加入者となります。�

対象となるとき�

医療保険は変わりません�

　老人保健による医療の対象となった場合でも、
加入している医療保険は変わりません。�
　国保に加入している人は、引き続き国保の保
険証を使います。また、保険税も今までと同じ
ように国保に納めます。�

お医者さんにかかるとき�

外　来�
病院：医療費の1割を負担�
　ベッド数200床未満の病院では1か月3,000円まで負担�
　ベッド数200床以上の病院では1か月5,000円まで負担�

診療所：各診療所が選択した①または②の方法で負担�
　①医療費の1割を負担：1か月3,000円まで負担��
　②1日800円負担：1か月4回まで負担�
�院外処方�
の場合�

病院または診療所で�
1か月1,500円�
（2,500円）まで負担�

薬局で�
1か月1,500円�
（2,500円）まで負担�
＋�（　　　）�

★（　）内はベッド数200床以上の病院で診療を受けた
場合�
★上記②の1日800円の定額制を選択している診療所の場
合、薬局での負担はありません。�

入　院�
医療費の１割を負担：1か月37,200円まで負担�
　・住民税非課税世帯等の人は1か月24,600円まで負担�
　・住民税非課税世帯等で老齢福祉年金を受けている人は�
　　1か月15,000円まで負担�
　・特定疾病の場合には1か月10,000円まで負担�
◎住民税非課税世帯等の人は、「一部負担金限度額適用・標準負担額�
　減額認定証」の申請が必要となります。�

高額医療費�
の支給�（　　　）�　同じ世帯で、同じ月内に、老人保健の一部負担金を30,000円（21,000円）以上

支払ったことが２回以上ある場合には、そ
れらを合算して37,200円（24,600円）
を超えた分の申請により支給されます。�

★（　）内は住民税非課税世帯等の場合�

計算上の�
注意�

一部負担金は医療機関ごとに計算。ただし、
同じ医療機関でも歯科と他の診療科は別々に
計算します。�

カ
ッ
プ
ル
誕
生�

　

氏　
　

名　
　
　
　
　
　
　

住　

所

薄
井　

宏
之 

板　

橋

小
豆
畑
ヨ
ネ 

山　

形

鈴
木　

ト
ミ
ヨ 

塩　

沢

瀧
川　

喜
八
郎 

境
ノ
内

鈴
木　

安
三
郎 

前
ノ
内

角
田　

サ
ク 

谷　

沢

津
幡　

正
洋 

形　

見

鈴
木　

英
祐 

双　

里

飛
田　

典
夫 

下　

泉

郷　
　

ミ
ツ 

大
字
新
屋
敷

三
瓶　

ハ
ナ
ヱ 

下　

泉

堤　
　

春
二 

双　

里

小
川　

寅
吉 

高　

田

ＡNNＯＵNCＥMＥNT-ＩSHＩKＡWＡ�

　

氏　
　

名　
　

保
護
者　
　

住　

所

酒
井　

香
乃
（
陽
一
郎
・
聡　

子
）
境
ノ
内

関
根　
　

恵
（
伸
治
・
ダ
イ
リ
ン
）
母　

畑

加
藤　

大
晟
（　

斉　

・
佳　

恵
）
双　

里

田
中　

祈
人
（
一　

誠
・
裕　

子
）
北　

山

須
藤
き
ら
り
（
健　

一
・
純　

子
）
下　

泉

南
條　

円
香
（
義　

幸
・
た
み
江
）
坂　

路

引
持　

憂
香
（
正　

樹
・
幸　

江
）
轡　

取

永
沼　

莉
那
（
昌　

彦
・
久　

美
）
湯
郷
渡

鈴
木　
　

唯
（
信　

教
・
泰　

子
）
母　

畑

西
牧　

杏
恭
（
賢　

宏
・
さ
ゆ
り
）
石　

塚

添
田　

啓
介
（
繁　

信
・
恵　

美
）
山　

形

芳
賀　

公
要
（
重　

幸
・
光　

恵
）
立
ヶ
岡

関
谷　
　

萌
（
正　

和
・
ひ
ろ
み
）
赤　

羽

鈴
木　

麻
友
（　

顕　

・
智　

恵
）
沢　

井

　
　
　

侑
太
（
勝　

仁
・
宏　

子
）
下　

泉

　

新　

郎　

新　

婦　
　
　
　

住　

所

瀧
川　

一
弥 

中　

田

董　

永　

珍 

中　

国

佐
久
間　

基 

新　

町

亀
岡　

幸
子 

福
島
市

水
野　
　

進 

一
ノ
沢

大
野　

弥
生 

玉
川
村

お
く
や
み�

関
根　

友
明 

南　

町

割
栢　

直
美 

双　

里

星
野　

和
幸 

赤　

羽

内
海　

恵
子 

立
ヶ
岡

岡
田　

正
義 

中　

野

小
林　

美
紀 

神
奈
川
県
川
崎
市

首
藤　

幸
一 

白　

石

吉
田
美
由
紀 

鏡
石
町

富
岡　
　

信 

下　

泉

前
田　

和
美 

新
屋
敷

木
戸　

栄
助 

山　

形

パ
ッ
ド
ワ
ン
、
サ
イ
ト
ー
ン　

タ
イ

水
野　

眞
樹 

大　

内

水
野
香
奈
子 

古
殿
町
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町の人口�
住民基本台帳�

（11月1日現在）�
19,613人（－26）�

 　9,592人 （－22）�

 10,021人（－　4）�

 　5,557戸 （－　5）�

 （　）内前月比　　�

男�

女�

世帯数�

　1歳児から5歳児、78名の元気いっぱ
いの子どもたちが入所しています。秋には
自分たちで育てた仲良し畑の収穫祭を楽し
み、おいしい空気を受けながら、周辺の散
策を充分に味わうことができました。�

　
な
ん
ど
も
、
な
ん
ど
も
、
な
げ

た
け
ど
、
な
か
な
か
、
は
い
ら
な

か
っ
た
、
た
ま
い
れ
。
あ
か
ぐ
み

が
ま
け
て
し
ま
っ
た
け
ど
、
た
の

し
か
っ
た
で
す
！�

177

「たのしかったうんどうかい」�

　
「
ど
っ
こ
い
し
ょ
」
と
、
げ
ん

き
い
っ
ぱ
い
お
ど
っ
た
「
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
」
み
ん
な
と
、
せ
ん

せ
い
も
お
ど
っ
て
カ
ッ
コ
よ
か
っ

た
で
す
！�

●
編
集
と
発
行　

福
島
県
石
川
郡
石
川
町
役
場
総
務
課
�（
０
２
４
７
）２
６
―
２
１
１
２　

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
６
―
０
３
６
０　

●
印
刷　

株
式
会
社
民
報
印
刷

●U  

R
L
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今
回
の
特
集
に
も
あ
る
よ
う
に
、
各

方
面
で
市
町
村
合
併
の
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
国
で
は
２
０
０
５
年

３
月
ま
で
に
合
併
を
行
う
と
、
特
例
法

に
よ
り
あ
ら
ゆ
る
支
援
を
し
ま
す
と
言

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
域
住
民
の

反
応
と
い
う
と
、
不
景
気
に
よ
る
企
業

閉
鎖
、
リ
ス
ト
ラ
、
雇
用
機
会
が
な
い

厳
し
い
現
状
に
悩
ま
さ
れ
、
就
職
先
を

求
め
る
学
生
ま
で
も
が
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
ほ
ど
、
行
政
と
地
域

住
民
が
参
画
し
、
わ
が
町
、
新
し
い
ま

ち
を
築
い
て
い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

（
迎　

茂
城
）

　日本全土に分布し、主に山地
などに生えます。花は8月～10
月にかけて咲き、高さ約20cm
～90cmくらいまで成長します。�
　花冠の外に白い毛がたくさん
生えているので、この名前がつ
いたようです。�

写真提供/関根政信さん� キセワタ（シソ科）�
　

第　

作
目
の
沢
田
中
学
校
の
壁

１４

画
で
す
。
今
年
は
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

の
ケ
ー
ス
約
７
千
個
を
縦
に
つ
な

ぎ
、
宇
宙
・
地
球
・
帆
船
を
描
い

て
い
ま
す
。
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